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みなさんこんにちは。火曜日担当の MS で

す。今回は「Oxford English Dictionary」(以

下、OED) を他のサービスと組み合わせて

利用する方法についてご紹介します。  

OED と併用するいろいろな発見があるサ

ービスとして、歴史的な類語を調べるための

シ ソ ー ラ ス 「 The Historical Thesaurus of 

English」 (Kay et al., 2025) があります。試

しに、ボラ (Mugil cephalus) という魚の名

称を調べてみましょう。Search から現代英語

の  “Mullet” を 検 索 す る と 、 member of/

mullet というカテゴリーが出てきます。その

中にある古英語期1の “hacod”、“mecefisc”、

“sliw”や“tygle” といった語を OED で調べて

みます。 

まず “hacod” の場合ですが、見出し語が 

“ † haked” で  “The northern pike, Esox 

lucius, esp. one that is large in size.” (OED, 

2025) とあ り ま すが 、 その 下 に  “In quot. 

eOE, the word translates classical Latin 

mugil“ との記述もあります。ですので、初

期の古英語においてはボラを指していたが、

同時にキタカワカマス  (Esox lucius) も指

していたということでしょう。 

ですが、それ以外の語については OED に

掲載されていません。そこで、古英語のオン

ラ イ ン 辞 書 の 「 Bosworth-Toller’s Anglo-

Saxon Dictionary Online」を使います。まず 

“mecefisc” を調べると、英語で “mullet” と

いう定義があります (Bosworth, 2014a)。ま

た、他の項目においても後期古英語期のラテ

 

1 Van Gelderen (2014) に則り、450 年から 1150 年と定義する。 

 

ン語文法書 Ælfric’s Grammar が例文として

提示されています (Bosworth, 2014b)。その

文法書の転写が Project Gutenberg にあった

ので確認しましょう (Zupitza, 2014)。する

と、指示代名詞 hic を使った例文と、羅英辞

書の「魚の名前」 (NOMINA PISCIVM) に

おいてラテン語で「ボラ」を指す “Mugil” の

古英 語 訳と し て  “mecefisc” が 使 わ れて い

ます。次に、“sliw” には “The name of a fish, 

a tench or a mullet” という定義があります 

(Bosworth, 2014c)。テンチ (Tinca tinca) の

名前としても使われるというのは興味深い

です。最後に、 “tygle” では “A lamprey” ヤ

ツメウナギ  (ウナギではありません！) と

あります (Bosworth, 2014d)。 

以上のことから、古英語においてボラとい

う魚を指す語は、複数存在したものの、一部

他の魚の名称と被っていることがあるとい

えます。もしかすると、mullet という語がウ

ミヒゴイ (red mullet) とボラ (grey mullet) 

の総称であったかもしれません。さらなる調

査が必要です。 

次回も同様に、OED を使う方法について、

引き続きご紹介できればと思っています。そ

れでは。 
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